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～まちの将来像「ひとが育ち　輝くまち　益田」の実現に向けて～

施 政 方 針令和 5 年度

　

2
月
27
日
～
3
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
第
5
5
8
回
益
田
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、山
本
市
長
が
表
明
し
た
令
和
5

年
度
施
政
方
針
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

施
政
方
針
に
は
、新
年
度
の
市
政
運
営

の
考
え
と
、令
和
5
年
度
に
取
組
む
主
要

な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

広
報
４
月
号
に
施
政
方
針
の
全
文
を

別
冊
で
と
じ
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
や
さ
し
く
、
誰
も
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

1

別
冊
「
施
政
方
針
」
２
ペ
ー
ジ

▼
福
祉
に
つ
い
て

福
祉
総
務
課
に
新
た
に「
地
域
生
活
支

援
係
」
を
設
置
し
、複
数
の
分
野
に
ま

た
が
る
困
難
を
抱
え
る
個
人
や
世
帯

に
対
応
す
る
重
層
的
支
援
の
た
め
の

体
制
を
整
備

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
」
や
「
小
規
模
多
機
能
・
放
課
後

児
童
支
援
事
業
」
の
継
続
実
施

▼
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

  

・	

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
伴
走
型
相
談
支
援

  

・	「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

  

・	�

保
健
師
を
配
置
し
、
保
健
事
業
と
介

護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
実
施

  

・	�

介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
取
組
を
継
続

▼
地
域
医
療
に
つ
い
て

医
療
従
事
者
確
保
対
策
の
継
続
と
医

師
派
遣
の
継
続
・
充
実
の
要
請

▼
人
権
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

  

・	

人
権
教
育
や
啓
発
活
動
の
実
施

  

・	�

誰
も
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

ふ
る
さ
と
を
想
う
心
に
あ
ふ
れ
た

人
が
育
つ
ま
ち

2

別
冊
「
施
政
方
針
」
３
ペ
ー
ジ

▼
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

  

・	�

小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
設
置

  
・	�

老
朽
化
し
た
教
具
・
遊
具
を
計
画
的

に
更
新

  

・	�
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
充
実
や

環
境
の
改
善

▼�「
益
田
市
型
中
高
一
貫
教
育
」
の
推
進

　  

に
つ
い
て

  

・	�

高
度
理
系
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

た
、
島
根
大
学
・
松
江
工
業
高
等
専

門
学
校
と
の
連
携

  

・	�

市
内
の
高
等
学
校
と
連
携
し
た
新
た

な
取
組
の
展
開
、
高
校
魅
力
化
活
動

へ
の
支
援

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と
し

て
、
競
技
者
の
育
成
と
市
民
が
自
転

車
に
親
し
む
環
境
の
整
備

農
業
・
観
光
振
興
に
よ
る

活
力
の
あ
る
ま
ち

3

別
冊
「
施
政
方
針
」
４
ペ
ー
ジ

▼
産
業
振
興
に
つ
い
て

市
内
の
生
産
者
や
企
業
等
の
課
題
解

決
や
新
た
な
取
組
へ
の
挑
戦
を
支
援

▼
農
業
に
つ
い
て

  

・	�

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
の
推
進

  

・	��「
益
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用

  

・	�

農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
管
理

▼
商
工
業
に
つ
い
て

  

・	��「
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
拡
大

  

・	�

も
の
づ
く
り
や
Ⅰ
Ｔ
産
業
界
の
基
盤
強

化
に
つ
な
が
る
理
数
系
人
材
の
育
成

  

・	�

島
根
県
と
連
携
し
た
積
極
的
な
企
業

誘
致
の
実
施

▼
観
光
業
に
つ
い
て

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
魅
力
向

上
を
進
め
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
・
候

補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録
を
目
指
す

▼
中
世
益
田
の
日
本
遺
産
に
つ
い
て

市
立
歴
史
文
化
交
流
館
の
開
館
記
念
特

別
展
や
企
画
展
の
開
催
、
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
養
成
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

▼
自
転
車
の
活
用
に
つ
い
て

  

・	���「
益
田
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
」
の
策
定

  
・	�
関
係
各
機
関
と
連
携
し
た
自
転
車
通

行
空
間
の
整
備
を
推
進

  

・	�

自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー

や
受
入
体
制
の
整
備
と
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
通
じ
た
交
流
の
促
進

▼
交
流
事
業
に
つ
い
て

  

・	��

都
市
交
流
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
と
経
済
活
動
の
活
性
化

  

・	�

中
国
寧
波
市
と
の
友
好
交
流
の
継
続

  

・	�

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
姉
妹
都
市
協
定

等
の
締
結
を
目
指
す

  

・	�

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
柿
本
人
麿

公
没
後
１
３
０
０
年
記
念

事
業
等
を
実
施

ひ
と
・
も
の
・
情
報
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

4

別
冊
「
施
政
方
針
」
５
ペ
ー
ジ

▼
萩
・
石
見
空
港
に
つ
い
て

  

・	�

萩
・
石
見
空
港
開
港
30
周
年
記
念
事

業
の
実
施

  

・	�

関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
、
イ
ン
対

策
・
ア
ウ
ト
対
策
の
両
面
で
、
路
線

の
維
持
・
充
実
を
図
る

▼
鉄
道
路
線
に
つ
い
て

益
田
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典

を
事
業
者
と
連
携
し
て
開
催
、鉄
道
路

線
の
維
持
・
確
保
に
向
け
利
用
促
進
に

努
め
る

▼
山
陰
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

  

・	��

益
田
道
路
（
久
城
～
高
津
間
）
の
早
期

事
業
着
手
に
向
け
、引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
し
た
要
望
活
動
を
行
う

  

・	��

都
市
計
画
道
路
元
町
人
麿
線
高
津
工

区
の
早
期
完
成
と
同
吉
田
工
区
の
整
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備
着
手
に
向
け
、引
き
続
き
地
元
同
盟

会
と
連
携
し
島
根
県
に
働
き
か
け
る

▼
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
よ
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡
充
と
市
民

の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

取
組
の
継
続

安
全
で
快
適
な
環
境
で

暮
ら
せ
る
ま
ち

5

別
冊
「
施
政
方
針
」
６
ペ
ー
ジ

▼
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

「
益
田
市
立
地
適
正
化
計
画
」
の
内
容

を
盛
り
込
み
、都
市
計
画
の
基
本
方
針

と
な
る「
益
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
を
策
定

▼�

益
田
川
左
岸
南
部
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

  

・	��

令
和
６
年
度
中
の
組
合
設
立
認
可
と

事
業
着
手
を
目
指
す

  

・	�

防
災
公
園
の
令
和
６
年
度
着
工
に
向

け
、
都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
を
進

め
る

▼
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

  

・	��

環
境
衛
生
課
内
に
新
た
に
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
室
」
を
設
置

  

・	��

㈱
山
陰
合
同
銀
行
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
い
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
進
め
る

▼�

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て

  

・	��

久
城
が
浜
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
の
第
２
期
工
事
を
実
施

  

・	「�

益
田
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
の
検
証
と
「
益
田
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
の
見
直
し

▼�

汚
水
処
理
対
策
に
つ
い
て

  

・	��

中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
下
水
道

の
汚
水
管
路
整
備
と
既
存
の
農
業
集

落
排
水
施
設
の
機
能
強
化

  

・	��

下
水
道
処
理
区
域
外
の
地
域
に
お
け

る
合
併
処
理
浄
化

槽
整
備
へ
の
支
援

人
と
人
が
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
ま
ち

6

別
冊
「
施
政
方
針
」
７
ペ
ー
ジ

▼「�

益
田
市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
」

に
つ
い
て

本
条
例
に
基
づ
き
「（
仮
称
）
中
山
間

地
域
振
興
基
本
計
画
」の
策
定
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
進

め
る

▼�

市
立
地
域
活
性
化
交
流
館
に
つ
い
て

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
の

先
駆
的
な
拠
点
施
設
と
な
り
得
る
こ

と
か
ら
、
地
域
と
綿
密
に
連
携
し
、
効

果
的
な
活
用
を
図
る

▼�

市
立
宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

青
少
年
を
中
心
と
し
た
交
流
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
、指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
を
支
援

▼�

移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

  

・	��

移
住
希
望
者
等
へ
の
有
効
な
情
報
発
信

  

・	��

サ
ポ
ー
ト
企
業
と
の

連
携
に
よ
り
移
住
者

の
生
活
を
支
え
る

  

・	��

益
田
市
版
「
ツ
ナ
ガ

ル
」
事
業
に
よ
る
学
生
の
市
内
就
職

の
促
進

▼
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
高
齢
者

お
よ
び
障
が
い
者
等
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成

健
全
で
開
か
れ
た
行
財
政
運
営
が

行
わ
れ
る
ま
ち

7

別
冊
「
施
政
方
針
」
８
ペ
ー
ジ

▼�

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
納
税
に
対
応

▼�

広
報
に
つ
い
て

L
I
N
E
や
Y
o
u
T
u
b
e
な
ど

を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信

▼�
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て

新
商
品
も
含
め
た
返
礼
品
の
充
実
に

努
め
、歳
入
確
保
と
産
業
振
興
を
図
る

▼�

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

  

・	「
Ｄ
Ｘ
推
進
課
」
の
新
設

  

・	��

市
民
の
利
便
性
向
上
と
内
部
業
務
の

効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、国
の
支
援

制
度
を
活
用
し
て
窓
口
業
務
改
革
を

実
施
（
4
月
か
ら
先
行
的
に
「
お
く
や

み
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
開
始
）

  

・	��

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化

　

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問  

市
政
策
企
画
課　

☎
31
・
０
１
２
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

益田市版 SDG s は、
すべての事業・取組に
共通する要素だよ！

益田市版
SDG s

【
お
わ
り
に
】

　

地
方
都
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ

ひ
と
つ
の
事
業
を
効
果
的
に
実
施

し
、
所
期
の
目
標
を
達
成
し
て
い
く

こ
と
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
益

田
プ
ラ
イ
ド
」
の
構
築
の
契
機
と
な

る
と
の
確
信
の
も
と
、
引
き
続
き
、

市
民
の
幸
福
の
実
現
を
最
大
の
目

的
と
し
、「
対
話
と
協
調
」
を
重
視

す
る
姿
勢
を
堅
持
し
、
市
政
運
営
を

進
め
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
並
び
に
市
議
会
議

員
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）


